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主 催 ：主 催 ：   上 関 の 自 然 を 守 る 会  共 催 ：共 催 ： （ 公 財 ） 日 本 自 然 保 護 協 会
後 援 ：後 援 ： 地 球 環 境 基 金 、 パ タ ゴ ニ ア 環 境 助 成 金 、

（ 公 財 ） 大 阪 コ ミ ュ ニ テ ィ 財 団 、 L u s h チ ャ リ テ ィ バ ン ク

講講 師師 （ 所 属 ） ペ ー ジ

中 野中 野 恵恵 （ 日 本 自 然 保 護 協 会 ） 1 ~ 6

武 石 全 慈武 石 全 慈 （ 北 九 州 市 立 自 然 史 ・ 歴 史 博 物 館 名 誉 館 員 ） 7 ~ 1 1

安 渓 遊 地安 渓 遊 地 （ 日 本 生 態 学 会 自 然 保 護 専 門 委 員 ） 1 2 ~ 1 8
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お  問  い  合  せ  　   E -  m ail  ： s u gi  m o k u  @ c - a bl e. n e.j p （  寺  中  ） 　  T E L  ： 0 9 0 - 8 9 9 5 - 8 7 9 9 （  高  島  ）

「  奇  跡  の  海  」 を  未  来  の  子  ど  も  た  ち  に

1 3  ： 3 0  　  開  会 　 （  上  関  の  自  然  を  写  し  た  写  真  コ  ー  ナ  ー  も  同  時  に  開  設  し  ま  す  ）

1 3  ： 4 0  　  講  演  、 中  野  恵  さ  ん

　  　  　  　 「  世  界  が  目  指  す 《  人  と  自  然  の  共  生  社  会  》 と  ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  か  ら  見  た  海  の  生  態  系  保  護  の  必  要  性   」

1 4  ： 1 5  　  講  演  、 武  石  全  慈  さ  ん  　  　  　  　

　  　  　  　 「  カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ  か  ら  タ  ヌ  キ  ま  で  ：  上  関  の  生  態  系  を  考  え  る  」

1 4  ： 5 0  　  講  演  、 安  渓  遊  地  さ  ん

　 「  上  関  中  間  貯  蔵  施  設  へ  の  日  本  生  態  学  会  要  望  書  と 《  生  物  多  様  性  や  ま  ぐ  ち  戦  略  》 」

1 5  ： 2 0  　  質  疑  応  答

1 5  ： 3 0  　  写  真  コ  ー  ナ  ー  の  紹  介  　 （ 1 6  ： 0 0   閉  会  ）

2  0  2  4  年2  0  2  4  年    1  0  月   1  4  日    1  0  月   1  4  日 （  祝  ）（  祝  ）
上  関  町  総  合  文  化  セ  ン  タ  ー   多  目  的  ホ  ー  ル

主  催  ：   上  関  の  自  然  を  守  る  会   /  共  催  ：  （  公  財  ）  日  本  自  然  保  護  協  会    /    参  加  費  ：   無  料

道  の  駅道  の  駅
上  関  海  峡上  関  海  峡
道  の  駅

上  関  海  峡

シ  ン  ポ  ジ  ウ  ム

中  野  恵 （  な  か  の   め  ぐ  み  ） さ  ん
公  益  財  団  法  人  日  本  自  然  保  護  協  会   生  物  多
様  性  保  全  部  所  属  。 自  然  を  活  か  し  た  地  域  づ
く  り  を  担  当  し  、 生  物  調  査  、 地  域  に  お  け  る
伝  統  文  化  ・  知  見  の  継  承  、 里  海  づ  く  り  、 自  治
体  の  生  物  多  様  性  関  連  施  策  設  計  ア  ド  バ  イ
ザ  リ  ー  等  の  活  動  に  従  事  。 上  関  で  は  、 海  の
生  物  調  査  や  イ  ベ  ン  ト  な  ど  を  担  当  す  る  。

安  渓  遊  地 （  あ  ん  け  い   ゆ  う  じ  ） さ  ん
人  類  学  ・  地  域  学  を  研  究  。 ア  フ  リ  カ  の  物  々
交  換  研  究  で  京  大  理  博  。 山  口  県  立  大  学  名
誉  教  授  。 日  本  生  態  学  会  自  然  保  護  専  門  委
員  、 同  学  会  上  関  要  望  書  ア  フ  タ  ー  ケ  ア  委  員
長  、 軟  体  動  物  多  様  性  学  会  自  然  環  境  保  全
委  員  長  。 著  書  に 『  奇  跡  の  海  ー  瀬  戸  内  海  ・
上  関  の  生  物  多  様  性  』（  南  方  新  社  ） ほ  か  。

武  石  全  慈 （  た  け  い  し   ま  さ  よ  し  ） さ  ん
北  九  州  市  立  自  然  史  ・  歴  史  博  物  館  名  誉  館
員  。 日  本  鳥  学  会  会  員  。1  9  8  6  年  か  ら 2  0  1  8
年  ま  で  同  館  の  鳥  類  担  当  学  芸  員  。 佐  賀  県  の
カ  サ  サ  ギ  、 中  国  遼  寧  省  の  ズ  グ  ロ  カ  モ  メ  等
の  調  査  を  行  な  い  、 上  関  地  域  で  は 2  0  0  9  年
か  ら  カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ  を  調  査  。 最  近  は  カ
ラ  ス  バ  ト  を  含  め  鳥  獣  類  も  調  べ  つ  つ  あ  る  。

上  関  町  総  合  文  化  セ  ン  タ  ー上  関  町  総  合  文  化  セ  ン  タ  ー上  関  町  総  合  文  化  セ  ン  タ  ー

至   上  関  大  橋至   上  関  大  橋至   上  関  大  橋

平  生  ・  柳  井  方  面平  生  ・  柳  井  方  面平  生  ・  柳  井  方  面
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シ  ン  ポ  ジ  ウ  ム  「  奇  跡  の  海  」  を  未  来  の  ⼦  ど  も  た  ち  に

世  界  が  ⽬  指  す  《  ⼈  と  ⾃  然  の  共  ⽣  社  会  》  と  ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  か  ら  ⾒  た  海  の  ⽣  態  系  保  護   

公  益  財  団  法  ⼈  ⽇  本  ⾃  然  保  護  協  会   

中  野  恵   

2 0 2 2  年  1 2  ⽉  ⽣  物  多  様  性  条  約  第  1 5  回  締  約  国  会  議  （  C B D -C  O P 1 5 ）  第  ⼆  部  で  、  ⽣  物  多  様

性  に  関  す  る  世  界  的  な  合  意  で  あ  る  昆  明  ・  モ  ン  ト  リ  オ  ー  ル  ⽣  物  多  様  性  枠  組  （  K u n  mi n g -

M o ntr e al  Gl o b al  Bi o di v ersit y  Fr a  m e  w or k ( G B F)  ）  が  採  択  さ  れ  た  。  こ  の  中  で  、  2 0 5 0  年  ビ  ジ  ョ

ン  「  ⾃  然  と  共  ⽣  す  る  社  会  」  、  2 0 3 0  年  ミ  ッ  シ  ョ  ン  「  ⾃  然  を  回  復  軌  道  に  乗  せ  る  た  め  に  ⽣  物

多  様  性  の  損  失  を  ⽌  め  反  転  さ  せ  る  た  め  の  緊  急  の  ⾏  動  を  と  る  」  （  ネ  イ  チ  ャ  ー  ポ  ジ  テ  ィ  ブ  ）

が  約  束  さ  れ  、  条  約  の  締  結  国  で  あ  る  ⽇  本  で  も  、  環  境  省  を  中  ⼼  に  ⽬  標  達  成  に  向  け  て  ⼤  き  く

動  き  出  し  た  。  今  年  4  ⽉  に  は  、  ネ  イ  チ  ャ  ー  ポ  ジ  テ  ィ  ブ  実  現  に  向  け  、  地  域  で  の  活  動  を  推  進

す  る  新  た  な  法  律  「  地  域  に  お  け  る  ⽣  物  の  多  様  性  の  増  進  の  た  め  の  活  動  の  促  進  等  に  関  す  る  法

律  」  （  ⽣  物  多  様  性  増  進  活  動  促  進  法  ）  が  施  ⾏  さ  れ  、  ⽬  標  実  現  の  現  場  で  あ  る  地  域  を  ⽀  援  す

る  制  度  が  整  い  つ  つ  あ  る  。

上  関  の  海  は  「  奇  跡  の  海  」  と  呼  ば  れ  る  。  速  い  潮  流  と  島  や  ⼊  江  が  つ  く  り  だ  す  複  雑  な  地

形  、  ⼿  つ  か  ず  の  ⾃  然  海  岸  に  よ  っ  て  、  豊  か  な  藻  場  や  希  少  な  ⽣  き  物  の  ⽣  息  地  が  保  た  れ  て  い

る  。  私  た  ち  ⼈  間  と  同  じ  脊  索  動  物  ⾨  に  属  す  る  頭  索  （  と  う  さ  く  ）  動  物  亜  ⾨  の  ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ

類  は  、  ⼈  間  の  進  化  の  過  程  を  知  る  材  料  と  し  て  、  古  く  か  ら  研  究  さ  れ  て  き  た  。  5  億  年  以  上  前  に

⼈  間  の  祖  先  か  ら  分  岐  し  、  ほ  と  ん  ど  変  わ  ら  な  い  形  状  を  保  っ  て  い  る  こ  と  か  ら  、  ＜  ⽣  き  て  い

る  化  ⽯  ＞  と  も  ⾔  わ  れ  て  い  る  。  上  関  周  辺  海  域  に  も  ⽣  息  し  、  2 0 1 9  年  か  ら  始  ま  っ  た  私  た  ち  の

調  査  で  も  、  毎  年  、  出  現  が  ⾒  ら  れ  る  。  ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  類  は  、  他  の  ⽣  物  の  破  ⽚  が  混  じ  っ  た  ⼩

礫  の  砂  底  に  好  ん  で  す  ん  で  お  り  、  泥  や  シ  ル  ト  が  堆  積  す  る  海  底  か  ら  は  出  現  し  な  い  。  ナ  メ  ク

ジ  ウ  オ  類  の  出  現  は  、  上  関  の  海  が  、  ⾙  や  ゴ  カ  イ  、  ウ  ニ  ・  ヒ  ト  デ  な  ど  の  棘  ⽪  動  物  、  ワ  レ  カ

ラ  、  ⼩  エ  ビ  な  ど  の  ⽣  物  が  ⽣  息  す  る  豊  か  な  海  で  あ  る  こ  と  を  ⽰  す  証  と  も  ⾔  え  る  だ  ろ  う  。

ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  類  は  世  界  中  の  海  に  ⽣  息  し  て  い  る  が  、  近  年  、  激  減  し  て  い  る  。  ＜  ⽣  き  て  い

る  化  ⽯  ＞  と  ⼈  間  と  が  共  に  ⽣  き  る  ⾥  海  の  あ  り  ⽅  が  、  世  界  か  ら  注  ⽬  さ  れ  て  い  る  。   

＜  引  ⽤  ⽂  献  ＞  

環  境  省  ,  2 0 0 7. 第  7  回  ⾃  然  環  境  保  全  基  礎  調  査     浅  海  域  ⽣  態  系  調  査  （  ⼲  潟  調  査  ）  報  告  書 

平  成  1 9 （  2 0 0 7 ）  年  3  ⽉  .  2 2 1-2 2 2 . 

窪  川  か  お  る  , 2 0 0 6 . 脊  椎  動  物  へ  の  進  化  の  ⽣  き  証  ⼈   ̶  ̶ ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  . 学  術  の  動  向  , 1 1( 9): 

3 6 – 4 1 ．   

安  井  ⾦  也  , 窪  川  か  お  る  ,  2 0 0 5. ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ     頭  索  動  物  の  ⽣  物  学  . 東  京  ⼤  学  出  版  会  . 
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SA
MP
LE



2

フ  ゚ リ フ ラ イ ト 上 関 シ ン ホ  ゚ 冊 子 2 0 2 4 1 0 1 4 ト ン ホ  ゙ な し. p d f    4 2 0 2 4 / 1 0 / 0 8    2 0: 1 7プリフライト上関シンポ冊子20241014トンボなし.pdf   4 2024/10/08   22:23
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カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ か ら タ ヌ キ ま で ： 上 関 の 生 態 系 を 考 え るカ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ か ら タ ヌ キ ま で ： 上 関 の 生 態 系 を 考 え る

武 石 全 慈 （ 北 九 州 市 立 自 然 史 ・ 歴 史 博 物 館 名 誉 館 員 ）

山 口 県 上 関 町 の 長 島 に 計 画 さ れ て い る 上 関 原 子 力 発 電 所 に つ い て は 、 建 設 時 に は 田 ノ 浦 の 埋

め 立 て 及 び 陸 地 の 改 変 が 行 な わ れ 、 稼 働 時 に は 温 排 水 と 殺 生 物 剤 の 周 辺 海 域 へ の 放 出 が 行 な わ

武 石 全 慈 （ 北 九 州 市 立 自 然 史 ・ 歴 史 博 物 館 名 誉 館 員 ）

山 口 県 上 関 町 の 長 島 に 計 画 さ れ て い る 上 関 原 子 力 発 電 所 に つ い て は 、 建 設 時 に は 田 ノ 浦 の 埋

め 立 て 及 び 陸 地 の 改 変 が 行 な わ れ 、 稼 働 時 に は 温 排 水 と 殺 生 物 剤 の 周 辺 海 域 へ の 放 出 が 行 な わ

れ る こ と か ら 、 計 画 地 内 外 に 生 息 す る 希 少 種 を 含 む 生 物 相 に 多 大 な 悪 影 響 を 与 え る こ と が 懸 念

さ れ

れ る こ と か ら 、 計 画 地 内 外 に 生 息 す る 希 少 種 を 含 む 生 物 相 に 多 大 な 悪 影 響 を 与 え る こ と が 懸 念

さ れ る 。る 。 ま た 、ま た 、 2 0 1 12 0 1 1 年   3   月年   3   月 1 11 1 日 の 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 の 際 の 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発

電 所 事 故 に お い て 、 大 量

日 の 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 の 際 の 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発

電 所 事 故 に お い て 、 大 量 のの 放 射 性 物 質 が 放 出 ・ 拡 散 し て 、 約放 射 性 物 質 が 放 出 ・ 拡 散 し て 、 約 2 5 0 k m2 5 0 k m のの 遠 方 に ま で遠 方 に ま で 、 そ の 地 表、 そ の 地 表

面 が 放 射 線 管 理 区 域 指 定 要 件 に 達 す る ほ ど の 放 射 性 物 質 の 沈 着 を 見 た 。 と り わ け 地 震 大 国面 が 放 射 線 管 理 区 域 指 定 要 件 に 達 す る ほ ど の 放 射 性 物 質 の 沈 着 を 見 た 。 と り わ け 地 震 大 国 の 日の 日

本 に お い て は本 に お い て は 、 上   関   原   子   力   発   電   所、 上   関   原   子   力   発   電   所 に つ い て も そ の 稼 働 中 の 事 故 が 周 辺 の 人  々 や 生 物 相 に 放 射 線

障 害 を 及 ぼ す 危 険 性

に つ い て も そ の 稼 働 中 の 事 故 が 周 辺 の 人  々 や 生 物 相 に 放 射 線

障 害 を 及 ぼ す 危 険 性 がが あ る こ と も 十 分 に 考 え る べ き で あ ろ うあ る こ と も 十 分 に 考 え る べ き で あ ろ う 。。 こ の こ と は 大 量 の 放 射 性 物 質 を

貯 蔵 す る 使 用 済 み 核 燃 料 中 間 貯 蔵 施 設 の 設 置

こ の こ と は 大 量 の 放 射 性 物 質 を

貯 蔵 す る 使 用 済 み 核 燃 料 中 間 貯 蔵 施 設 の 設 置 にに 対 し て も 同 様 に 考 慮 さ れ る べ き で あ ろ う対 し て も 同 様 に 考 慮 さ れ る べ き で あ ろ う 。。 な お 、

同 貯 蔵 施 設 へ の 使 用 済 み 核 燃 料 搬 入

な お 、

同 貯 蔵 施 設 へ の 使 用 済 み 核 燃 料 搬 入 用 の用 の 港 湾 建 設 、 緩 斜 面 道 路 造 成 な ど か ら港 湾 建 設 、 緩 斜 面 道 路 造 成 な ど か ら 、 海   岸   部   及   び   陸   地、 海   岸   部   及   び   陸   地

部 分 で の 大 規 模 な 土 地 改 変 が 考 え ら れ部 分 で の 大 規 模 な 土 地 改 変 が 考 え ら れ 、、 そ こ に 生 息 す る 希 少 種 等 へ の 影 響 が 発 電 所 施 設 建 設 の

場 合 と 同 様 に 懸 念 さ れ る 。

そ こ に 生 息 す る 希 少 種 等 へ の 影 響 が 発 電 所 施 設 建 設 の

場 合 と 同 様 に 懸 念 さ れ る 。

上 関 地 域 に 生 息 す る 生 物 相 の 重 要 性 に つ い て は 、 既 に上 関 地 域 に 生 息 す る 生 物 相 の 重 要 性 に つ い て は 、 既 に 『『 奇 跡 の 海奇 跡 の 海 ― ―― ― 瀬 戸 内 海 • 上 関 の 生 物瀬 戸 内 海 • 上 関 の 生 物

多 様 性多 様 性 』』 （ 日 本 生 態 学 会 上 関 要 望 書 ア フ タ ー ケ ア 委 員 会 編（ 日 本 生 態 学 会 上 関 要 望 書 ア フ タ ー ケ ア 委 員 会 編 . 2 0 1 0. 2 0 1 0 年 発 行年 発 行 ..2 3 7 p p.2 3 7 p p. 南 方 新 社 ）南 方 新 社 ） でで

も 詳 述 さ れ て い る 。 こ こ で は 私 の 関 わ っ た 海 上 の カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ と 長 島 の 陸 地 内 で の 哺 乳

類 相 に つ い て 触 れ る 。

カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ は そ の 生 息 数 の 少 な さ と 分 布 が 極 限 さ れ る こ と か ら 、 国 の 天 然 記 念 物 に

も 詳 述 さ れ て い る 。 こ こ で は 私 の 関 わ っ た 海 上 の カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ と 長 島 の 陸 地 内 で の 哺 乳

類 相 に つ い て 触 れ る 。

カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ は そ の 生 息 数 の 少 な さ と 分 布 が 極 限 さ れ る こ と か ら 、 国 の 天 然 記 念 物 に

指 定 さ れ て い る と と も に 、指 定 さ れ て い る と と も に 、 I U C N(I U C N(国 際 自 然 保 護 連 合国 際 自 然 保 護 連 合 )) や 環 境 省 の レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧 種 にや 環 境 省 の レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧 種 に

ラ ン ク さ れ て い る 。 上 関ラ ン ク さ れ て い る 。 上 関 町町 海 域 で は 他 地 域 と 異 な り 数 は 少 な い も の の ほ ぼ海 域 で は 他 地 域 と 異 な り 数 は 少 な い も の の ほ ぼ 11 年 に わ た っ て 見

か け ら れ る 。 営 巣 地 は 不 明 だ が ヒ ナ を 連 れ た 家 族 群 が 時 お り 見 ら れ 、 季 節 に 応 じ て 生 殖 羽 個 体 、

非 生 殖 羽 個 体 、 そ の 中 間 の 換 羽 途 中 の 個 体 を 見 る こ と が で き る 。 カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ に と っ て

年 に わ た っ て 見

か け ら れ る 。 営 巣 地 は 不 明 だ が ヒ ナ を 連 れ た 家 族 群 が 時 お り 見 ら れ 、 季 節 に 応 じ て 生 殖 羽 個 体 、

非 生 殖 羽 個 体 、 そ の 中 間 の 換 羽 途 中 の 個 体 を 見 る こ と が で き る 。 カ ン ム リ ウ ミ ス ズ メ に と っ て

上 関 町 海 域 は 好 適 な 採 餌 環 境 で あ る こ と は 確 か で あ ろ う上 関 町 海 域 は 好 適 な 採 餌 環 境 で あ る こ と は 確 か で あ ろ う （（ 日 本 鳥 学日 本 鳥 学 会会 要 望 書要 望 書

h t t p s: / / o r ni t h ol o g y.j p /ii n k ai / h o g o / r e s ol u ti o n 0 8 0 9 1 8. p dfh t t p s: / / o r ni t h ol o g y.j p /ii n k ai / h o g o / r e s ol u ti o n 0 8 0 9 1 8. p df    右 上右 上 のの Q RQ R コ ー ドコ ー ド ） 。） 。

翻 っ て 長 島 の 陸 地 環 境 に 目 を 向 け て 見 る 。 上 関 原 発 建 設 計 画 地 の 内 部 に 位 置 す る 「 集 い の 家 」

と 砂 浜

翻 っ て 長 島 の 陸 地 環 境 に 目 を 向 け て 見 る 。 上 関 原 発 建 設 計 画 地 の 内 部 に 位 置 す る 「 集 い の 家 」

と 砂 浜 22 ヶ 所 に 自 動 撮 影 カ メ ラ を 設 置 し て 、 主 に 哺 乳 類 の 種 の 確 認 を 試 み た 。 以 前 に ま と め ら

れ た 金 井 塚

ヶ 所 に 自 動 撮 影 カ メ ラ を 設 置 し て 、 主 に 哺 乳 類 の 種 の 確 認 を 試 み た 。 以 前 に ま と め ら

れ た 金 井 塚 ( 2 0 1 0)( 2 0 1 0) に よ る 長 島 田 ノ 浦 の 哺 乳 類 リ ス ト に 加 え る と 、に よ る 長 島 田 ノ 浦 の 哺 乳 類 リ ス ト に 加 え る と 、 5   目   9   科5   目   9   科 1 41 4 種 と な っ た 。

最 も 確 認 数 の 多 か っ た 「 集 い の 家 」 で の 各 種 の 出 現 頻 度 を 比 べ て 見 る と 、

タ ヌ キ ＞ ア ナ グ マ ＞ ニ ホ ン テ ン ≫ イ ノ シ シ ≧ イ エ ネ コ ≧ ニ ホ ン ノ ウ サ ギ

種 と な っ た 。

最 も 確 認 数 の 多 か っ た 「 集 い の 家 」 で の 各 種 の 出 現 頻 度 を 比 べ て 見 る と 、

タ ヌ キ ＞ ア ナ グ マ ＞ ニ ホ ン テ ン ≫ イ ノ シ シ ≧ イ エ ネ コ ≧ ニ ホ ン ノ ウ サ ギ     と    とな っ た 。

砂 浜 に も イ ノ シ シ 、 タ ヌ キ

な っ た 。

砂 浜 に も イ ノ シ シ 、 タ ヌ キ 、、 ニ ホ ン テ ンニ ホ ン テ ン 、、 イ エ ネ コイ エ ネ コ 、、 ニ ホ ン ノ ウ サ ギ が 見 ら れ た が 、 イ ノ シ シ

が 頻 繁 に 現 れ て い た 。

こ れ ら の 哺 乳 類 は 長 島 の 林 内 か ら 海 岸 に か け て を 生 活 の 場 と し て 、 そ の 移 動 能 力 の 大 き さ か

ら 、 島 の 生 態 系 で の 物 質 循 環 に 大 き く 寄 与 し て い る の か も し れ な い 。 近 年

ニ ホ ン ノ ウ サ ギ が 見 ら れ た が 、 イ ノ シ シ

が 頻 繁 に 現 れ て い た 。

こ れ ら の 哺 乳 類 は 長 島 の 林 内 か ら 海 岸 に か け て を 生 活 の 場 と し て 、 そ の 移 動 能 力 の 大 き さ か

ら 、 島 の 生 態 系 で の 物 質 循 環 に 大 き く 寄 与 し て い る の か も し れ な い 。 近 年 、、 沿 岸 海 域 の 生 産 性

に つ い て は 、 陸 地 側 の 山 林 と の 関 係 性 も 含 め て 議 論 さ れ て き て い る よ う で あ る

沿 岸 海 域 の 生 産 性

に つ い て は 、 陸 地 側 の 山 林 と の 関 係 性 も 含 め て 議 論 さ れ て き て い る よ う で あ る 。。 従 来 か ら の 「 魚

付 き 林 」 に つ い て も 再 評 価 が 行 わ れ て き て い る よ う で あ る 。 ほ ぼ 島 か ら 構 成 さ れ て い る 上 関 町

従 来 か ら の 「 魚

付 き 林 」 に つ い て も 再 評 価 が 行 わ れ て き て い る よ う で あ る 。 ほ ぼ 島 か ら 構 成 さ れ て い る 上 関 町

のの 自 然 産 業 を 考 え て い く 際 に は 、 「 島 の 林 は す べ て 魚 付 き 林 」 と い う 観 点 を 言 語 化 し て い く自 然 産 業 を 考 え て い く 際 に は 、 「 島 の 林 は す べ て 魚 付 き 林 」 と い う 観 点 を 言 語 化 し て い く こ

と

こ

と も 大 切 な よ う に 思 わ れ るも 大 切 な よ う に 思 わ れ る 。。
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(  朝  日  新  聞 2 0 0 8  年 6  月 2 6  日  付  記  事 )

カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ  成  鳥 ,
2 0 0 9  年 4  月 1 3  日 ,

カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ  家  族 (  ヒ  ナ 2  羽  と  親 2  羽 ) ,  2 0 0 9  年 5  月 1 8  日

朝  日  新  聞  2 0 1 1  年 3  月 1 3  日  付  記  事

2 0 1 1 年  3 月 1 1  日 ,  東  京  電  力  福  島  第  一  原  子  力  発  電  所  事  故  ：  放  射  性  物  質  の  大  量  放  出

東  北  地  方  太  平  洋  沖  地  震  発  生  ：  2 0 1 1 (  平  成 2 3 )  年 3  月 1 1  日 1 4  時 4 6  分

文  部  科  学  省  報  道  発  表  ：  2 0 1 1 (  平 2 3 )  年 1 2  月 1 6  日  付

( 2 0 1 1  年 1 1  月 5  日  現  在 )

石  橋  克  彦 , 2 0 1 2 ,  原  発  震  災  警  鐘  の  軌  跡 ,  七  つ  森  書  館  発  行  よ  り

8
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使  用  済  み  核  燃  料  中  間  貯  蔵  施  設  候  補  地  （  上  関  町  長  島  ）

（  東  京  新  聞 2 0 2 3  年 8  月 3  日  記  事  よ  り  ）

国  際  自  然  保  護  連  合 （  I U  C N）  レ  ッ  ド  リ  ス ト  掲  載  種

上  関  町  海  域  の  カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ

9

フ  ゚ リ フ ラ イ ト 上 関 シ ン ホ  ゚ 冊 子 2 0 2 4 1 0 1 4 ト ン ホ  ゙ な し. p d f    1 1 2 0 2 4 / 1 0 / 0 8    2 0: 1 7プリフライト上関シンポ冊子20241014トンボなし.pdf   11 2024/10/08   22:23
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★  上  関  町  海  域  で  は  ほ  ぼ  １  年  を  通  じ  て  カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ  が  見  ら  れ  る  ！

長  島  の  哺  乳  類  相  ( 5  目 9  科 1 4  種 )

集  い  の  家  周  辺 （  上  関  原  発  計  画  地 ）

1 0
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（  林  野  庁  2 0 1 2 ）魚  付  き  林  の  機  能

大  分  県  姫  島  で  の  魚  付  き  林  の  再  生 （  若  菜  2 0 1 3  ）

姫  島  で  は  明  治  初  期  に  矢  筈  岳 (  標  高 2 6 7 m )  等  の  山  林  が  焚  き  木  採
取  の  た  め  の  濫  伐  に  よ  っ  て  禿  げ  山  に  な  り  漁  業  も  不  振  に  陥  っ  た  。

そ  こ  で  、  島  の  有  力  者  の  中  條  石  太  郎 ( 1 8 4 7  〜 1 9 0 0 )  が  、 1 8 8 2  
(  明  治 1 5 )  年  頃  か  ら  禁  伐  を  奨  励  す  る  と  と  も  に  私  財  を  投  じ  て  植  樹
と  取  り  締  ま  り  を  行  な  っ  た  。

そ  の  結  果  、  同  氏  没  後  の 1 9 0 7 (  明  治 4 0 )  年  頃  に  は  緑  が  復  活  し  漁
獲  が  増  大  し  た  と  の  記  録  が  あ  る  。

「  ふ  し  ぎ  な  石  と  魚  の  島  」

椋    鳩  十 (  む  く    は  と  じ  ゅ  う )  作 ,  
1 9 7 6 (  昭  和 5 1 )  年  発  行 ,  ポ  プ  ラ  社

生  物  多  様  性  が  も  た  ら  す  生  態  系  サ  ー  ビ  ス (  自  然  の  恵  み  )

1 1
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上  関  中  間  貯  蔵  施  設  へ  の  ⽇  本  ⽣  態  学  会  要  望  書  と  《  ⽣  物  多  様  性  や  ま  ぐ  ち  戦  略  》  

安  渓  遊  地  ・  安  渓  貴  ⼦  （  ⽣  物  ⽂  化  多  様  性  研  究  所    a  @ a n k ei.j p ）  

   ⼀  般  社  団  法  ⼈  ⽇  本  ⽣  態  学  会  の  ⾃  然  保  護  専  ⾨  委  員  会  は  、  上  関  町  に  計  画  案  が  あ  る  「  使  ⽤  済  み  核

燃  料  の  中  間  貯  蔵  施  設  」  に  つ  い  て  、  2 0 2 4  年  6  ⽉  に  要  望  書  を  ま  と  め  て  、  中  国  電  ⼒  と  関  係  省  庁  に

提  出  し  ま  し  た  。 「  ⽣  物  多  様  性  を  回  復  で  き  な  け  れ  ば  ⼈  類  は  滅  び  る  」  と  い  う  強  い  危  機  感  に  も  と  づ

い  て  設  定  さ  れ  た  世  界  ⽬  標  を  、  ⽇  本  政  府  も  是  認  し  、  各  都  道  府  県  で  地  域  ⽬  標  が  定  め  ら  れ  る  中  、  そ

の  ⽬  標  と  相  容  れ  な  い  可  能  性  の  強  い  中  間  貯  蔵  施  設  建  設  計  画  に  つ  い  て  は  、  慎  重  な  環  境  影  響  評  価  と

プ  ロ  セ  ス  の  透  明  性  と  公  開  が  求  め  ら  れ  る  と  い  う  内  容  で  し  た  （  別  紙  を  ご  覧  く  だ  さ  い  ） 。   

2 0 2 4  年  7   ⽉  3 1  ⽇  に  、  ⼭  ⼝  県  は  、  環  境  基  本  計  画  を  改  定  し  、 「  ⽣  物  多  様  性  や  ま  ぐ  ち  戦  略  」  を

発  表  し  ま  し  た  。  そ  の  な  か  に  、 「  い  の  ち  と  暮  ら  し  を  ⽀  え  る  ⽣  物  多  様  性  の  保  全  」  と  い  う  項  ⽬  が  あ

り  ま  す  。  以  下  は  、  そ  の  抜  粋  で  す  。  現  在  の  保  護  区  を  倍  増  す  る  と  い  う  ⼭  ⼝  県  の  ⽬  標  に  と  っ  て  、  環

境  省  指  定  の  「  ⽣  物  多  様  性  の  観  点  か  ら  重  要  な  海  域  」  の  ⻑  島  ・  祝  島  の  重  要  性  は  明  ら  か  で  す  。   

「  法  令  等  に  よ  る  保  護  に  加  え  、  ⺠  間  の  取  組  等  に  よ  っ  て  ⽣  物  多  様  性  の  保  全  が  図  ら  れ  て  い  る  区

域  」  で  あ  る  上  関  で  の  、  国  際  社  会  と  の  約  束  と  ⽭  盾  す  る  、  ⽣  物  多  様  性  ・  い  の  ち  ・  暮  ら  し  の  破  壊  に

つ  な  が  る  計  画  を  ⼭  ⼝  県  が  承  認  し  な  い  よ  う  働  き  か  け  ま  し  ょ  う  （  以  下  、  県  環  境  基  本  計  画  か  ら  ） 。  

   世  界  で  は  、  2 0 2 2 （  令  和  ４  ）  年  1 2   ⽉  に  新  た  な  ⽣  物  多  様  性  に  関  す  る  世  界  ⽬  標  で  あ  る  「  昆

明  ・  モ  ン  ト  リ  オ  ー  ル  ⽣  物  多  様  性  枠  組  」  が  採  択  さ  れ  、  2 0 3 0 （  令  和  1 2 ）  年  ま  で  に  ⽣  物  多  様  性

の  損  失  を  ⽌  め  回  復  軌  道  に  乗  せ  る  「  ネ  イ  チ  ャ  ー  ポ  ジ  テ  ィ  ブ  （  ⾃  然  再  興  ） 」  の  実  現  、  2 0 5 0 （  令

和  3 2 ）  年  ま  で  に  「  ⾃  然  と  共  ⽣  す  る  社  会  」  の  実  現  を  ⽬  指  し  「  3 0 b y 3 0   ⽬  標  」  な  ど  が  設  定  さ

れ  ま  し  た  。  国  に  お  い  て  も  、  2 0 2 3 （  令  和  5 ）  年  3   ⽉  に  、 「  ⽣  物  多  様  性  基  本  法  」  に  基  づ  く  「  ⽣

物  多  様  性  国  家  戦  略  」  を  改  定  し  、 「  3 0 b y 3 0   （  2 0 3 0  年  ま  で  に  陸  と  海  の  3 0 ％  以  上  を  保  全  す

る  ）  ⽬  標  」  の  達  成  に  向  け  「  ⾃  然  共  ⽣  サ  イ  ト  」  の  認  定  等  の  取  組  が  進  め  ら  れ  て  い  ま  す  。   

   こ  の  よ  う  な  情  勢  を  踏  ま  え  、  本  県  に  お  い  て  、  ⽣  物  多  様  性  が  豊  か  に  維  持  さ  れ  、  そ  の  恵  沢  を  私

た  ち  や  将  来  世  代  が  あ  ま  ね  く  享  受  で  き  る  よ  う  「  多  様  な  ⽣  態  系  の  保  全  と  健  全  性  の  回  復  」 、 「  ⾃  然

資  源  の  持  続  可  能  な  利  ⽤  と  地  域  の  活  性  化  」 、 「  多  様  な  主  体  に  よ  る  理  解  促  進  と  ⾏  動  変  容  の  実  践  」

を  柱  と  し  た  取  組  を  総  合  的  に  進  め  ま  す  。   

○  本  県  の  豊  か  な  ⾃  然  環  境  を  保  全  し  、  県  内  に  ⽣  息  ・  ⽣  育  す  る  野  ⽣  動  植  物  の  保  護  等  を  図  る  た

め  、  8   箇  所  の  ⾃  然  公  園      、1 0   箇  所  の  緑  地  環  境  保  全  地  域  、  3 3   箇  所  の  ⾃  然  記  念  物  、  8 2  箇  所  の

⿃  獣  保  護  区  等  の  指  定  が  ⾏  わ  れ  て  お  り  、  法  令  や  制  度  等  に  基  づ  く  陸  域  の  保  護  地  域  6 6  の  割  合  は

1 4. 2 ％  と  な  っ  て  い  ま  す  （  注  、  安  渓  の  発  表  ス  ラ  イ  ド  の  地  図  ＝  後  掲  ＝  参  照  ） 。

○  「  ⽣  物  多  様  性  国  家  戦  略  」  に  お  い  て  重  要  な  ⽬  標  で  あ  る  3 0 b y 3 0   の  達  成  の  た  め  に  は  、  こ  う  し

た  法  令  等  に  よ  る  保  護  に  加  え  、  ⺠  間  の  取  組  等  に  よ  っ  て  ⽣  物  多  様  性  の  保  全  が  図  ら  れ  て  い  る  区  域

を  「  ⾃  然  共  ⽣  サ  イ  ト  」  と  し  て  登  録  を  進  め  て  い  く  こ  と  が  必  要  で  す  。

○  な  お  、  海  域  に  つ  い  て  は  、  県  単  位  で  の  保  護  地  域  の  ⾯  積  は  算  出  が  困  難  で  す  。

現  在  、  国  に  お  い  て  、  海  域  に  お  け  る  Ｏ  Ｅ  Ｃ  Ｍ  （  保  護  地  域  以  外  で  ⽣  物  多  様  性

保  全  に  資  す  る  地  域  ）  に  該  当  す  る  地  域  の  検  討  が  ⾏  わ  れ  て  い  ま  す  。
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SA
MP
LE



上  関  中  間  貯  蔵  施  設  へ  の  日  本  生  態  学  会  要  望  書  と
《 生  物  多  様  性  や  ま  ぐ  ち  戦  略  》

日  本  生  態  学  会 ・  自  然  保  護  専  門  委  員

上  関  要  望  書  ア  フ  タ  ー  ケ  ア  委  員  会

安  渓  遊  地 （  委  員  長  ）

安  渓  貴  子 （  委  員  ）

htt ps: / / a n kei.j p

奇  跡  の  海奇  跡  の  海 の  ウ  ミ  シ  ダ  と  魚  た  ちの  ウ  ミ  シ  ダ  と  魚  た  ち

新  井  章  吾  2 0 1 0
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上  関  の 「  奇  跡  の  海 」上  関  の 「  奇  跡  の  海 」

・ 磯  や  礫  浜  の  生  物  の  多  様  性  （  ミ  ミ  ズ  ハ  ゼ  な  ど ）
・ 豊  か  な  海  藻  群  落 （ ス  ギ  モ  ク  、  ヒ  ジ  キ  、  ア  カ  モ  ク  、  ヒ  ト  エ  グ  サ  な  ど  ）

・ 周  防  灘  固  有  の  生  物  の  存  在 （  ヤ  シ  マ  イ  シ  ン  な  ど  ）
・ 清  浄  な  海  域  に  し  か  生  息  で  き  な  い  生  物  の  豊  産

（ カ  サ  シ  ャ  ミ  セ  ン  な  ど  ）
・ 砂  堆  の  存  在  （ ヒ  ガ  シ  ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  の  豊  産  ）
・ カ  ン  ム  リ  ウ  ミ  ス  ズ  メ  が  換  羽  し  年  中  見  ら  れ  る
・ 冬  鳥  ア  ビ  類  の  飛  来
・ 水  棲  哺  乳  類  ス  ナ  メ  リ  の  繁  殖
・ タ  イ  を  は  じ  め  と  す  る  ゆ  た  か  な  水  産  資  源

か  つ  て  豊  か  だ  っ  た  こ  ろ  の  瀬  戸  内  海  の  生  物  多  様  性  を
色  濃  く  残  し  て  い  る  、  生  物  多  様  性  の  ホ  ッ  ト  ス  ポ  ッ  ト

上  関  原  発  予  定  地  の 「  田  ノ  浦  遺  跡 」  は  ６  千  年  前  か  ら
人  が  住  み  続  け  、  奈  良  時  代  に  は  製  塩  所  だ  っ  た

山
口
県
埋
蔵
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

『
田
ノ
浦
遺
跡
』
（
２
０
０
６
）
の
写
真
か
ら

『
田
ノ
浦
遺
跡
２
』
（
２
０
１
１
）
も
出
版
。
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5

現  在  の  イ  カ  ナ  ゴ  漁  場

ス  ナ  メ  リ  の  確  実  な  繁  殖  域

ハ  マ  グ  リ  の  生  息  地
上  関  原  子  力  関  連  施  設  建  設  予  定  地

伊  方  原  子  力  発  電  所

周  防  灘  ＝  瀬  戸  内  海  の  生  物  多  様  性周  防  灘  ＝  瀬  戸  内  海  の  生  物  多  様  性
ホ  ッ ト  ス  ポ  ッ トホ  ッ ト  ス  ポ  ッ ト  にに  迫  り  つ  つ  あ  る  危  機迫  り  つ  つ  あ  る  危  機

二  つ  の  出  口  を  持  つ  ア  ジ  ア  最  大  の  内  海
陸  か  ら  の  冷  た  い  水  、  豊  後  水  道  を  黒  潮  が  入  る

豊  後  水  道

周  防  灘

紀  伊  水  道

原  図  加  藤  真 （  京  大  名  誉  教  授 ）

２  ０  ２  ４  年  ７  月  ３  １  日  発  表  生  物  多  様  性  や  ま  ぐ  ち  戦  略

htt ps: / /  w  w  w. pr ef. y a  ma g u c hi.l g.j p /s os hi ki / 3 8 / 2 0 5 8 8. ht  ml
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上  関  使  用  済  み  核  燃  料  中  間  貯  蔵  施  設  計  画  へ  の  日
本  生  態  学  会  自  然  保  護  専  門  委  員  会  の  要  望  の  骨  子

１  ．  中  国  電  力  は  、  立  地  可  能  性  調  査  に  と  も  な  う  伐  採  と  ボ  ー
リ  ン  グ  調  査  そ  の  も  の  が  環  境  に  及  ぼ  す  影  響  を  低  減  す  る  た  め
に  、  泥  水  等  が  海  に  流  出  し  な  い  工  法  を  と  る  こ  と  。

２  ．  中  国  電  力  は  、  中  間  貯  蔵  施  設  の  建  設  を  計  画  す  る  に  あ  た
っ  て  、  環  境  影  響  評  価  法  に  準  じ  て  、  科  学  的  な  調  査  ・  予  測  方
法  に  基  づ  き  、  そ  の  影  響  を  定  量  的  に  調  査  し  、  透  明  性  と  公  開
の  原  則  に  基  づ  い  た  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  を  実  施  す  る  こ  と  。

３  ．  山  口  県  ・  上  関  町  ・  経  済  産  業  省  ・  環  境  省  ・  文  化  庁  は  、
自  治  体  お  よ  び  日  本  政  府  の  生  物  多  様  性  保  全  と  文  化  財  保  護  の
方  針  に  そ  っ  て  、  当  該  の  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  が  適  正  に  行  わ  れ  、
そ  の  過  程  お  よ  び  結  果  が  公  開  さ  れ  、  事  業  影  響  が  適  切  に  判  断
で  き  る  よ  う  事  業  者  に  助  言  す  る  こ  と  。
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瀬  ⼾  内  海  （  上  関  ）  に  お  け  る  使  ⽤  済  み  核  燃  料   

中  間  貯  蔵  施  設  の  建  設  計  画  に  関  す  る  要  望  書   

瀬  ⼾  内  海  ⻄  部  の  周  防  灘  に  あ  る  ⼭  ⼝  県  上  関  町  周  辺  海  域  は  、  瀬  ⼾  内  海  本  来  の  豊  か  な  ⾃  然  環

境  と  ⽣  物  相  が  残  さ  れ  た  ⼤  変  貴  重  な  場  所  で  あ  る  ( 1,  2,  3 ) 。  ス  ナ  メ  リ  ( ⽔  棲  哺  乳  類  ) 、  カ  ン  ム  リ

ウ  ミ  ス  ズ  メ  、  オ  オ  ミ  ズ  ナ  ギ  ド  リ  、  ハ  ヤ  ブ  サ  、  カ  ラ  ス  バ  ト  （  ⿃  類  ） 、  ヤ   シ   マ   イ   シ   ン   近   似   種   や   ナ

ガ  シ  マ  ツ  ボ  （  軟  体  動  物  ） 、  カ  サ  シ  ャ  ミ  セ  ン  ( 腕  ⾜  動  物  ) 、  ヒ  ガ  シ  ナ  メ  ク  ジ  ウ  オ  ( 原  索  動  物  ) 、  多

種  類  の  ミ  ミ  ズ  ハ  ゼ  ( ⿂  類  )  、ビ  ャ  ク  シ  ン  （  植  物  ）  な  ど  、  他  に  も  数  多  く  の  希  少  種  ・  絶  滅  危  惧  種  ・

天  然  記  念  物  に  指  定  さ  れ  た  種  が  ⽣  息  す  る  こ  と  か  ら  、  わ  が  国  の  ⽣  物  多  様  性  国  家  戦  略  に  掲  げ  た

「  健  全  な  ⽣  態  系  の  確  保  」  を  実  効  す  る  上  で  も  ⾮  常  に  重  要  な  地  域  と  考  え  ら  れ  る  。

と  こ  ろ  が  、  2 0 2 3  年  8    ⽉  2 3  ⽇  、  当  該  地  域  に  お  い  て  島  根  原  発  と  関  ⻄  電  ⼒  か  ら  の  使  ⽤  済  み

核  燃  料  を  受  け  ⼊  れ  る  中  間  貯  蔵  施  設  の  建  設  が  新  た  に  計  画  さ  れ  、  予  定  地  の  ボ  ー  リ  ン  グ  調  査  が  お

こ  な  わ  れ  る  こ  と  と  な  っ  た  （ 4 )  。  同  予  定  地  で  は  、  2 0 0 1  年  か  ら  上  関  原  ⼦  ⼒  発  電  所  の  建  設  も  計

画  さ  れ  、  原  ⼦  炉  設  置  申  請  に  向  け  た  詳  細  調  査  の  ⼀  部  と  し  て  の  ボ  ー  リ  ン  グ  調  査  が  2 0 0 5  年  に  ⾏

わ  れ  た  が  、  作  業  時  の  汚  濁  ⽔  が  漏  れ  て  付  近  の  潮  間  帯  上  部  に  流  ⼊  ・  沈  着  し  、  ⽔  質  階  級  Ⅰ  （  き  れ

い  な  ⽔  ）  の  指  標  ⽣  物  で  あ  る  ケ  ガ  キ  ( 5 ) の  死  骸  が  確  認  さ  れ  る  な  ど  、  ⽣  物  相  の  変  化  を  も  た  ら  し  た

こ  と  が  知  ら  れ  て  い  る  （  6 ） 。  し  た  が  っ  て  、  今  回  の  新  た  な  核  燃  料  中  間  貯  蔵  施  設  の  建  設  に  伴  う  ボ

ー  リ  ン  グ  調  査  に  お  い  て  も  、  同  様  の  被  害  が  起  こ  る  可  能  性  が  ⾼  い  。   

今  回  の  ⻑  島  に  お  け  る  中  間  貯  蔵  施  設  の  建  設  計  画  は  、  2 0 1 1  年  か  ら  準  備  ⼯  事  が  中  断  し  て  い  る

上  関  原  ⼦  ⼒  発  電  所  ( 7 )  の 対  象  事  業  実  施  区  域  内  で  新  た  に  提  案  さ  れ  た  事  業  で  あ  り  、  開  発  の  内  容

お  よ  び  規  模  等  に  照  ら  し  、  環  境  影  響  評  価  法  の  定  め  る  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  が  求  め  ら  れ  る  事  業  の  対

象  外  と  位  置  づ  け  ら  れ  て  い  る  。  し  か  し  、  本  事  業  が  実  施  さ  れ  た  場  合  、  莫  ⼤  な  切  ⼟  ⼯  事  や  埋  め  ⽴

て  ⼯  事  が  必  須  で  あ  る  こ  と  か  ら  、  上  述  し  た  貴  重  な  ⽣  態  系  へ  の  負  の  影  響  が  は  か  り  知  れ  な  い  。  ⾃

然  環  境  に  対  す  る  ⼀  層  の  配  慮  が  求  め  ら  れ  る  昨  今  、  環  境  影  響  評  価  法  の  対  象  に  な  ら  な  い  開  発  ⾏  為

で  あ  っ  て  も  、  環  境  負  荷  が  ⼤  き  い  と  想  定  さ  れ  る  場  合  に  は  、  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  制  度  を  参  考  に  、

事  業  者  が  ⾃  主  的  に  環  境  に  関  す  る  調  査  や  影  響  予  測  ・  評  価  を  ⾏  い  、  環  境  に  配  慮  し  た  開  発  を  実  現

す  る  た  め  に  必  要  な  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  を  ⾏  う  事  例  が  増  え  て  い  る  。  中  国  電  ⼒  は  環  境  影  響  評  価  法

に  準  じ  て  、  科  学  的  な  調  査  ・  予  測  ⽅  法  に  基  づ  き  、  そ  の  影  響  を  定  量  的  に  調  査  し  、  透  明  性  と  公  開

の  原  則  に  基  づ  い  た  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  を  実  施  す  べ  き  で  あ  る  。  こ  う  し  た  ⼿  続  は  、  上  関  の  み  な  ら

ず  瀬  ⼾  内  海  全  体  の  環  境  保  全  の  た  め  に  不  可  ⽋  で  あ  る  。   

2 0 2 2  年  1 2  ⽉  に  開  催  さ  れ  た  ⽣  物  多  様  性  条  約  締  約  国  会  議  （  C  O  P  1 5 ）  で  は  、  昆  明  ・  モ  ン  ト

リ  オ  ー  ル  世  界  ⽣  物  多  様  性  枠  組  み  の  中  で  「  3 0  b y  3 0 ( 陸  と  海  の  3 0 ％  以  上  を  健  全  な  ⽣  態  系  と  し

て  効  果  的  に  保  全  す  る  と  い  う  ⽬  標  ) 」 が   設   定   さ   れ   、 ⽇   本  政   府  と   し   て   も  、 ⾃  然  を  回  復  軌  道  に  乗  せ  、

こ  れ  以  上  の  ⽣  物  多  様  性  の  損  失  を  く  い  ⽌  め  反  転  さ  せ  る  と  し  た  ネ  イ  チ  ャ  ー  ポ  ジ  テ  ィ  ブ  の  ⽅  針

が  ⽰  さ  れ  た  。  今  後  、  海  域  と  陸  域  の  ⽣  態  系  保  全  の  重  要  性  が  ま  す  ま  す  ⾼  ま  る  中  、  瀬  ⼾  内  海  ⻄  部

の  海  域  に  対  し  、  上  関  使  ⽤  済  み  燃  料  中  間  貯  蔵  施  設  建  設  の  環  境  影  響  を  適  切  に  評  価  す  る  こ  と  は  、

ネ  イ  チ  ャ  ー  ポ  ジ  テ  ィ  ブ  の  観  点  か  ら  も  強  く  求  め  ら  れ  る  ( 8 )  。
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   以  上  の  こ  と  を  踏  ま  え  て  、  ⽇  本  ⽣  態  学  会  ⾃  然  保  護  専  ⾨  委  員  会  は  、  予  定  地  と  そ  の  周  辺  海  域  に

形  成  さ  れ  る  多  様  か  つ  貴  重  な  ⽣  態  系  を  損  ね  な  い  よ  う  に  す  る  た  め  、  中  国  電  ⼒  （  株  ） 、  利  害  関  係

者  、  お  よ  び  関  係  省  庁  に  以  下  の  こ  と  を  要  望  す  る  。   

１  ．  中  国  電  ⼒  は  、  上  関  使  ⽤  済  み  核  燃  料  中  間  貯  蔵  施  設  の  ⽴  地  可  能  性  調  査  に  と  も  な  う  伐  採  と  ボ

ー  リ  ン  グ  調  査  そ  の  も  の  が  環  境  に  及  ぼ  す  影  響  を  低  減  す  る  た  め  に  、  上  関  原  ⼦  ⼒  発  電  所  の

「  ⼯  事  期  間  中  の  環  境  保  全  措  置  」  ( 9 ) に  準  じ  て  、  泥  ⽔  等  が  海  に  流  出  し  な  い  ⼯  法  を  と  る  こ

と  。   

２  ．  中  国  電  ⼒  は  、  上  関  使  ⽤  済  み  核  燃  料  中  間  貯  蔵  施  設  の  建  設  計  画  に  つ  い  て  、  環  境  影  響  評  価  法

に  準  じ  て  、  科  学  的  な  調  査  ・  予  測  ⽅  法  に  基  づ  き  、  そ  の  影  響  を  定  量  的  に  調  査  し  、  透  明  性  と

公  開  の  原  則  に  基  づ  い  た  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  を  実  施  す  る  こ  と  。   

３  ．  ⼭  ⼝  県  ・  上  関  町  ・  経  済  産  業  省  ・  環  境  省  ・  ⽂  化  庁  は  、  ⾃  治  体  お  よ  び  ⽇  本  政  府  の  ⽣  物  多  様

性  保  全  と  ⽂  化  財  保  護  の  ⽅  針  に  そ  っ  て  、  当  該  の  環  境  ア  セ  ス  メ  ン  ト  が  適  正  に  ⾏  わ  れ  、  そ  の

過  程  お  よ  び  結  果  が  公  開  さ  れ  、  事  業  影  響  が  適  切  に  判  断  で  き  る  よ  う  事  業  者  に  助  ⾔  す  る  こ  と  。  

2 0 2 4  年  6  ⽉  2 0  ⽇   ⼀  般  社  団  法  ⼈  ⽇  本  ⽣  態  学  会    ⾃  然  保  護  専  ⾨  委  員  会    委  員  ⻑     関  島  恒  夫   

引  ⽤  ⽂  献     

1 )  ⽇  本  ⽣  態  学  会  中  国  ・  四  国  地  区  会  ( 2 0 0 1 )  『  ⻑  島  の  ⾃  然  』  地  区  会  報    N o. 5 9,

< htt p: / /  w  w  w. e sj. n e.j p / c h u g o k u s hi k o k u /fil e / n a g a si  m a 1. p df # p a g e  = 7  >

2 )  ⽇  本  ⽣  態  学  会  中  国  ・  四  国  地  区  会    ( 2 0 0 6 )  『  ⻑  島  の  ⾃  然    (そ  の  ２  ) 』  地  区  会  報  N o.  6 0

< htt p s: / / e sj. n e.j p / c h u g o k u s hi k o k u /fil e / n a g a si  m a 2. p df  >

3 )  ⽇  本  ⽣  態  学  会  上  関  要  望  書  ア  フ  タ  ー  ケ  ア  委  員  会    ( 2 0 1 0 )  『  奇  跡  の  海  :  瀬  ⼾  内  海  ・  上  関  の  ⽣  物  多

様  性  』  南  ⽅  新  社

4 )   A n k ei,   Y.   &   T.   A n k ei  ( 2 0 2 4 )   Bi o c ult ur al   Di v er sit y   of   S u ōō n a d a i n  t h e   S et o I nl a n d   S e a:

T o  w a r d   t h e   S u r v i v a l   o f   t h e    ʻS e a  of   Mir a cl e s  ̓ .  『  ⼭  ⼝  県  ⽴  ⼤  学  ⼤  学  院  論  集  』    2 5:  1 - 1 8

5 )  瀬  ⼾  内  海  環  境  保  全  知  事  ・  市  ⻑  会  議  他  編  （  2 0 1 4 ） 『  瀬  ⼾  内  海  の  海  岸  ⽣  物  調  査  マ  ニ  ュ  ア  ル  』

<  htt p s: / /  w  w  w. cit y. kit a k y u s h u.l g.j p /fil e s / 0 0 0 1 7 2 3 7 4. p df  >

6 )  ⽇  本  ベ  ン  ト  ス  学  会    ( 2 0 0 0,  2 0 0 5,  2 0 0 9 )  上  関  原  ⼦  ⼒  発  電  所  建  設  計  画  に  関  す  る  意  ⾒  書  お  よ  び

要  望  書  , < htt p: / /  w  w  w. b e nt h o s  - s o ci et y.j p / k a  mi n o s e ki - 2 0 1 5 - 1 0 v er. p df  >

7 )  上  関  原  ⼦  ⼒  発  電  所  ・  準  備  ⼯  事  中  断  前  の  状  況  ,  中  国  電  ⼒  ウ  ェ  ブ  サ  イ  ト

< htt p s: / /  w  w  w. e n er gi a. c o.j p / at o  m / k a  mi _j y u n bi 2. ht  ml  >

8 )  環  境  省  （  2 0 2 3 ） 「  ⽣  物  多  様  性  国  家  戦  略    2 0 2 3 - 2 0 3 0 」

< htt p s: / /  w  w  w. e n v. g o.j p / c o nt e nt / 0 0 0 1 2 4 3 8 1. p df  >

9 )  上  関  原  ⼦  ⼒  発  電  所  ・  ⼯  事  期  間  中  の  環  境  保  全  措  置  ,  中  国  電  ⼒  ウ  ェ  ブ  サ  イ  ト

＜  htt p s: / /  w  w  w. e n er gi a. c o.j p / at o  m / k a  mi _ e c o 2 _ 1. ht  ml  >

提  出  先   

中  国  電  ⼒  ・  ⼭  ⼝  県  ・  上  関  町  ・  経  済  産  業  省  ・  環  境  省  ・  ⽂  化  庁   

（  注  ：  要  望  書  は  以  上  で  す  が  、  ⽂  中  の  〝  利  害  関  係  者  〟  と  は  、  関  ⻄  電  ⼒  （  株  ）  の  こ  と  を  指  し  て  い  ま  す  。 ） 
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